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泉南市教育委員会会議令和４年第４回定例会会議録 

 
 
（１）日時・場所 
    令和４年４月 14 日（木） 

    午後３時 00 分 開会   午後３時 48 分 閉会 
    泉南市役所 大会議室 

 
（２）教育委員会出席者 
    冨森 ゆみ子  教育長 
    片木 哲男   教育委員会委員（教育長職務代理者） 
    薮内 進    教育委員会委員 
    栁澤 泰志   教育委員会委員 
    太田 淳子   教育委員会委員 

 
（３）事務局出席者の職氏名 
    岡田 直樹   教育部長 
    桐岡 秀明   教育部次長 
    高山 智史   教育部参事兼教育総務課長 
    水田 好彦   生涯学習課長 
    西本 哲也   教育部参事（青少年センター館長） 
    山野 綾子   教育部主幹（青少年センター担当） 
    河田 泰之   教育部参事（人権・文化財・スポーツ担当） 
    石橋 広和   文化振興課長 
    岩崎 誠    指導課長 
    赤坂 真    教育部主幹（指導担当） 
    若林 ルミ子  教育部主幹（幼稚園担当） 
    鳴戸 大輔   人権国際教育課長 

 
（４）休憩・遅刻等について 

 
 
（５）会議録署名者の氏名 
    冨森 ゆみ子 
    栁澤 泰志 
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泉南市教育委員会会議 令和４年第４回定例会 議事日程 
令和４年４月 14 日（木）午後３時 00 分 開会 

泉南市役所 大会議室 

日程番号 議案等の番号 件     名 

 

 

日程第１ 

 

日程第２ 

 

日程第３ 

 

 

 

 

 

日程第４ 

 

日程第５ 

 

 

 

 

 

 

報告第１号 

 

報告第２号 

 

 

 

 

 

議案第１号 

 

 

開   会 

 

会議録署名者の指名 

 

教育長報告 

 

事務局報告 

（１）令和４年度教育委員会事務局の体制について 

（２）泉南市教育問題審議会について 

（３）泉南市立文化ホールの今後の在り方に関する進捗状

況について 

 

泉南市スポーツ推進委員の委嘱について 

 

その他 

・JET プログラムメンバーについて 
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午後３時00分開会 
○冨森教育長 ただいまから泉南市教育委員

会会議令和４年第４回定例会を開催いたしま

す。 
 出席者が過半数であり、定足数に達しており

ますので、会議は適法に成立いたしました。 
 これより日程に入ります。 
 日程第１、会議録署名者の指名を行います。 
 本日の会議録署名者は、泉南市教育委員会会

議規則第 13 条により、教育長のほかに教育長

において栁澤委員を指名いたします。よろしく

お願いいたします。 

 次に、日程第２、報告第１号、教育長報告を

議題といたします。 

（報告開始） 

 それでは、改めまして委員の皆様、こんにち

は。令和４年度の１回目の泉南市教育委員会会

議定例会となります。本年度もどうぞよろしく

お願いいたします。年度の変わりがございまし

て、教育委員会事務局の人事異動がございまし

たので、また後ほど御挨拶させていただきたい

と思っております。 

 さて、各学校園でも入学式、始業式が無事に

終わりまして、新しい年度が始まりました。残

念ながら、春休み中以降も新型コロナウイルス

感染症の感染報告を日々受けている状況でご

ざいまして、まだ収束には至っていないところ

でございます。昨年度のように４月末頃に緊急

事態宣言というようなことはないと信じてお

りますが、引き続き各学校園において感染症対

策をしっかり行いながら教育活動を続けてい

けるように、学校園に対しても本日午前中にご

ざいました校園長会にて伝えておりますので、

しっかり取り組んでいきたいと思っておりま

す。 

 また、前回の令和４年第３回定例会の翌日に

第２回泉南市教育問題審議会がございました。

後ほど事務局から報告がございますが、泉南市

立小中学校再編計画の方向性につきまして委

員の皆様に御説明をしまして、現在の予定では

令和４年 10 月中に答申をまとめるということ

で委員の皆様から御了解をいただいていると

ころでございます。会議の中では、委員の方々

から例えば 10 月中にまとまらないようであれ

ば、いつ頃までにまとまればいいのかであると

か、まだまだ再編計画について知らない市民も

多いと思うので、しっかり分かりやすい形で周

知をしてほしいといったような御意見を頂戴

いたしております。このようなことも踏まえま

して、より市民の方に分かりやすい周知方法等

も検討しながら、10月末に向けて学校視察やア

ンケートを実施して、丁寧にしっかりと進めて

いきたいと考えております。 

 また、来週の４月19日火曜日には、今年度の

全国学力・学習状況調査がございます。先日の

３月末には、「令和３年度全国学力・学習状況調

査結果を活用した追加分析の公表について（周

知）」という文書が出ておりまして、臨時休業の

期間の長さと平均正答率の間に相関が見られ

なかったというようなことが報道されており

ました。そういったことも参考にはなりますが、

その中で社会経済的に困難な状況にあり、臨時

休業期間が長期に及んだ学校であるにもかか

わらず、平均正答率が相対的に高かった小学校

の事例が３例紹介されておりました。こういっ

た取組の中で泉南市の学校で既に取り組んで

いるような事柄も載っていたんですけれども、

やはり今後泉南市の子どもたちの学力、学びに

向かう力をどういうふうに高めていくかとい

うことに対して、こういった資料も参考にしな

がらしっかりと取り組んでいければと思って

おりますので、引き続き御支援いただきますよ

うにどうぞよろしくお願いいたします。 

 私からは以上でございます。 

（報告終了） 

 それでは、ただいまの報告に対しまして、御

質問や御意見等はございませんでしょうか。 
 よろしいでしょうか。 
 それではないようですので、以上で本報告を

終了させていただきます。 
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 次に、日程第３、報告第２号、事務局報告を

議題といたします。まず、令和４年度教育委員

会事務局の体制について、岡田教育部長から報

告がございます。 

 
○岡田教育部長 失礼いたします。それでは、

報告第２号、事務局報告（１）、令和４年度教育

委員会事務局の体制について御説明を申し上

げます。 
 まず、人事異動（令和４年４月１日付）とい

う資料を御覧ください。 
 ４ページを御覧ください。オレンジの表にな

ります。令和４年３月 31 日付の退職者でござ

います。管理職の方を中心に御説明いたします。 
 まず、指導主事、阪上前教育部参与は岬町立

深日小学校校長として、北口前教育部参事（教

職員人事担当）は大阪府教育庁教職員人事課管

理主事として、それぞれ市を退職し転出してお

られます。 
 幼稚園におきましては、赤井前あおぞら幼稚

園長が御退職されました。皆様方におかれまし

ては、長らく教育委員会事務局、幼稚園に勤務

され市の子どもたち、御家庭のために多大なる

御尽力を賜ってまいりました。この場をお借り

して御礼申し上げます。ありがとうございまし

た。 
 なお、この異動により現在大阪府教育庁には、

本市から北口先生と赤堀先生の２名が行って

いただいていることになります。 
 続いて、職員の配置について御説明を申し上

げます。同じ資料の１枚目にお戻りください。

人事異動（令和４年４月１日付）、ブルーの表で

ございます。管理職のみ御説明いたします。 
 まず、次長級として、ワールドマスターズゲ

ームズやオープンウォータースイミングを担

ってくれた大原前教育部参事（人権・ワールド

マスターズ担当）が総合政策部参事兼人権推進

課長として転出されました。また、昨年度、教

育総務課長を兼務しておりました桐岡前教育

部参事兼教育総務課長が、教育部次長となって

おります。教育委員会事務局全体の事務や、教

職員人事も担っていただきます。そして、高山

前生涯学習課長が教育部参事兼教育総務課長

に昇格し、教育委員会会議の御担当をさせてい

ただきますほか、教育部の参事としては、スポ

ーツに関する事務を支援してもらうこととし

ております。 
 続いて、課長級として８名異動がございます。

生涯学習課長には、総合政策部から新たに水田

課長に着任いただいております。また、昨年度

青少年センター館長を担ってくれた野々瀬主

幹（青少年センター館長）が、教育部主幹（人

権国際教育担当）に異動しております。これに

伴い、青少年センター館長として総務部から西

本哲也参事（青少年センター館長）が３年ぶり

に教育委員会に戻ってきていただいておりま

す。さらに、教育部主幹（青少年センター担当）

指導主事として鳴滝小学校から山野主幹に来

ていただいております。続けて、生涯学習課の

河田が教育部参事（人権・文化財・スポーツ担

当）として昇格しております。指導主事では、

伊藤教育部参事（教職員人事担当）として新た

に活躍いただくことになります。また新たに赤

坂真教育部主幹（指導担当）には、一丘小学校

から教育委員会事務局に来ていただいており

ます。幼稚園担当の若林教育部主幹（幼稚園担

当）は、園長級に昇格されまして、指導課に籍

を移して幼稚園に関する業務を担っていただ

くこととしております。 
 ３ページの中段になりますけれども、赤井前

あおぞら幼稚園長が御退職されましたので、吉

田前くすのき幼稚園長があおぞら幼稚園長と

して異動し、新たにくすのき幼稚園長として、

寺田先生が園長に昇格しております。 
 以上が、教育委員会事務局等の管理職の異動

になります。 
 続いて、５ページを御覧ください。職員配置

図でございます。青の網かけの部分が変わった

ところになります。 
 現在、組織体制としては５課９係と昨年度か
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ら変更はございません。職員についてはこの資

料のとおりでございます。ここで順次変更があ

った管理職のみ名前を呼び上げますので、それ

ぞれ自己紹介をさせていただきたいと思いま

す。 

 
（事務局職員自己紹介） 

 
○岡田教育部長 その他の管理職につきまし

ては、前年度と変わりませんので引き続きよろ

しくお願いいたします。 
 今年度の新規採用職員の当事務局への配属

はございませんでした。この資料５ページで御

覧いただいている配置図には総員 76 名が記載

されております。 
 続いて６ページを御覧ください。幼稚園及び

小中学校の職員でございます。こちらも異動が

あった方につきましては網かけをしておりま

す。ここでは、総員 53 名が記載されておりま

す。 
 以上、76 名と 53 名合わせて総員 129 名の教

育委員会事務局と学校園で勤務する市職員で

ございます。このほかに資料はございませんが、

今年度 14 小中学校に教職員の方々が 374 名お

られます。以上、教育委員会の皆様の下でトー

タル 503 名の教職員及び事務局職員をもって、

今年度の本市学校教育及び事務を支えてまい

りますので、どうぞよろしくお願いいたします。 
 以上です。 

 
○冨森教育長 ただいまの報告に対し、御質

問・御意見等はございませんか。 
 よろしいでしょうか。 
 それでは、次に、泉南市教育問題審議会につ

いて、高山教育部参事兼教育総務課長から報告

がございます。 

 
○高山教育部参事兼教育総務課長 それでは、

私から報告第２号、事務局報告（２）、泉南市教

育問題審議会について、御報告をさせていただ

きます。 
 令和４年３月25日、金曜日10時から泉南市

埋蔵文化財センターにて、第２回教育問題審議

会を開催いたしました。全委員出席していただ

き、議題等について審議をしていただきました。 
 会議の冒頭で第１回教育問題審議会の会議

録の内容を確認するとともに、会長から今後の

会議録の手続について提案をいただき、全員の

了承を得たところです。 
 続けて、４つの議題について調査、審議を行

いました。 
 まず、１つ目として、資料①今後の教育問題

審議会の進め方についてを御覧ください。 
 教育問題審議会の進め方について事務局か

ら令和４年 10 月までに８回程度の審議会を開

催するスケジュール案を提示し、全員の了承を

得ました。10月予定の第８回につきまして答申

案を作成し、10 月ないし 11 月には答申という

形になると考えております。 
 次に、資料②市内小中学校視察等スケジュー

ルについてを御覧ください。 
 ５月 19 日木曜日に開催する第３回教育問題

審議会について、西信達小学校と西信達中学校

の視察、その後、各小中学校の教職員の方との

意見交換会の開催を事務局から提案いたしま

したところ、委員の皆様から了承を得ることが

できました。 
 資料③義務教育学校の視察についてを御覧

ください。 
 義務教育学校の視察について、事務局から提

案させていただきました。６月頃に開催予定の

教育問題審議会で、和泉市立南松尾はつが野学

園を視察することを提案しまして、皆様から了

承を得られました。ちなみに、南松尾はつが野

学園は、小学校に該当する前期課程が約390人、

中学校に該当する後期課程が約60人、計約450

人規模の学校でございます。 
 最後に、事務局から泉南市立小中学校再編計

画＜複数案＞に関して、市民・保護者用、教職

員用、児童生徒用の３種類のアンケートを令和
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４年４月から２か月程度実施することを提案

いたしました。資料④泉南市立小中学校再編計

画＜複数案＞アンケートがございます。これを

４月から２か月程度実施いたしまして、第５回

の審議会で分析結果の報告を行う予定として

おります。 
 以上の議題の審議が終了した後、前回の教育

問題審議会において、いただいた意見や質疑の

参考となるまちづくりに関する資料と、令和４

年３月１日に開催された学校等公共施設調査

特別委員会で配付した資料を配付いたしまし

た。まちづくりに関する資料としましては合計

４種類、第５次泉南市総合計画（概要版）、泉南

市都市計画マスタープラン（概要版）、泉南市の

都市計画図、通学路地図です。学校等公共施設

調査特別委員会の配付資料としましては、せん

なん教育ニュース、泉南市立小中学校再編計画

＜複数案＞スライド、泉南市立小中学校の概要、

令和３年度、平成28年度、平成23年度の児童

生徒園児数と推移、児童生徒数の推移予測（令

和元年度から今後40年まで）です。あと、小中

学校の再編計画が実現されたときの児童生徒

数の推移予測、小中学校の再編計画各案の小中

学校建替費用試算（40年間）80年更新について

の資料を配付させていただきました。 
 以上で、私からの報告を終わります。 

 
○冨森教育長 ただいまの報告に対し、御質

問・御意見等はございませんでしょうか。 
 片木委員、どうぞ。 

 
○片木委員 事務局報告（２）、②市内小中学校

視察等スケジュールについてというところで、

各学校教職員との意見交換（オンライン）とい

うことで、これは市役所をベースにして各学校

とつないでオンラインで意見交換をされると

思うんですけれども、この各学校の教職員とい

うのは何名ぐらいを予定されておられるので

しょうか。 

 

○冨森教育長 高山教育部参事兼教育総務課

長。 

 
○高山教育部参事兼教育総務課長  西信達中

学校をお借りして、そこから各小中学校をオン

ラインでつなぎ、参加メンバーとしては学校長

または教頭と、あともう一人どなたか教職員の

方をお願いしたいと考えています。 

 
○冨森教育長 いかがでしょうか。よろしいで

しょうか。 
 ほかに何か御質問等はございませんか。 
 よろしいでしょうか。 
 それでは、次の報告に移りたいと思います。

次に、泉南市立文化ホールの今後の在り方に関

する進捗状況について、石橋文化振興課長から

報告がございます。 

 
○石橋文化振興課長 それでは、報告第２号、

事務局報告（３）、泉南市立文化ホールの今後の

在り方に関する進捗状況についてということ

で御説明させていただきたいと思います。 
 先般、令和４年３月１日に学校等公共施設調

査特別委員会に泉南市立文化ホールの在り方、

運営の方向性について、このまま指定管理を続

けるから、最終的には廃止するまでのおおむね

５つのパターンを示させていただきました。こ

の内容について、委員の皆様から、市民にしっ

かり説明しているのかという御指摘をいただ

きました。そのため、市民の方々、特に文化ホ

ールをよく利用される団体を中心にこれらの

方向性を御説明させていただきまして、意見聴

取させていただきましたので、この内容につい

て御説明させていただきます。 
 聴取しました団体といたしましては、混声合

唱団、少年少女合唱団、女声合唱団、文化協会、

青少年吹奏楽団です。この５つの団体から令和

４年３月４日から３月 26 日の間に分けて御意

見をいただきました。主なものを資料の中でま

とめさせていただいておりますが、おおむね泉
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南市の文化ホールは優れているという意見が

多くなっています。 
 まず施設につきましては、500 席程度という

ことで他市の施設より若干小規模ですけれど

も、市民にとっては非常に使いやすい。楽器や

歌の演奏会では人数がたくさん入っていただ

く会もあるので、代替施設として考えられる公

民館やあいぴあ泉南（泉南市総合福祉センター）

の一番大きな部屋であっても入りきれない場

合が多いのではないか。音響効果は公民館やあ

いぴあ泉南では難しく、やはり反響が必要で、

文化ホールはどうしても必要ではないか。代替

の施設として、規模の大きな催しについては映

画館を利用するという手法では、映画館は音を

吸収してしまうので音楽等の公演には向かな

いなどの御意見をいただいております。 
 続きまして、立地についてです。泉南市内に

あるということが非常に重要であるというこ

と、広域で他市の施設を利用すると、車を運転

できない高齢者が行くことができないのでは

ないか。文化ホールの中で練習している団体も

あり、文化ホールがなくなってしまったら、そ

の都度楽器をどこか別のところに運んで練習

をしなければいけない。やはり泉南市内に立地

する文化ホールは非常に重要ではないかとい

う御意見をいただいております。 
 その他としまして、どこの市でも文化ホール

は持っているものではないのか。また、泉南市

の名前をつけた団体が定期演奏会であるとか、

様々なコンサートをするのに他市の会場でや

るというのは非常に恥ずかしいのではないか。

あるいは、別の市の文化ホールに行くのは非常

に屈辱であるという意見もありました。 
 次に、泉南市の文化についてですが、文化ホ

ールがなくなってしまうと人が集まるような

場所がなくなってしまう。文化度の低いところ

には人が寄ってこなくなる。ということは、市

に魅力がなくなって人口がますます減ってし

まうのではないかと危機感を持たれている方

もおられました。阪南市のサラダホールも良い

が、他市にホールが行ってしまうということは

泉南市の文化がよそに行ってしまうというこ

とではないか。子育て世代というのは、文化が

あるからこそ集まってくるものではないか、そ

れを他市に出してしまうということは人が集

まらないということになるのではないかとい

う意見もありました。 
 また、団体が開催したコンサート等のアンケ

ート意見では、文化ホールでの演奏会などは高

齢者の方々が生きがいにしているということ

を書かれている方が非常に多く、移動手段がな

い高齢者の方々の楽しみを奪うことになるの

ではないかということで、非常に文化について

危惧する意見もありました。 
 しかしながら、財政的に非常に厳しい中、今

後の文化ホールの在り方について、このままフ

ルスペックの状態の文化ホールを維持し続け

る必要があるのかという問いでは、まずは指定

管理者制度を導入しているのであるから、その

分浮いた財源はどこに行ったのかという御意

見をいただいており、今までその財源を大規模

な改修につぎ込むことができなかったのは、な

かなか難しい点でもあります。あと、コストを

省くために指定管理者を導入しているのであ

れば、市直営に戻すことはないという意見もあ

りました。 
 また、文化ホールをこのままフルスペックの

状態で残していく必要はなく、最低限のもので

も残れば、なくなるよりはましではないかとい

う意見は非常に多かったです。また、良い機能

があるから使っているのであって、もしその機

能がなくなったとしても、今あるものを生かし

ていけば、何とか文化を残していけるのではな

いかという方もおられ、おおむね意見としては、

文化ホールの在り方については、このままずっ

と良い施設を残し続けるのではなく、最低限の

施設でもいいので、なんとか存続させてもらい

たいという方が大半でした。 
 以上の意見をいただきましたので、今後早急

にこの意見を集約いたしまして、最良の形で泉
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南市立文化ホールの在り方を検討していきた

いと考えております。 
 私からは以上でございます。 

 
○冨森教育長 それでは、ただいまの報告に対

しまして、御質問や御意見などはございません

でしょうか。 
 栁澤委員、お願いします。 

 
○栁澤委員 以前も財政や管理面で今後の在

り方をどうするかという話がありましたが、今

回御報告していただきまして、吹奏楽団などの

団体の方たちからすると、映画館を代替とする

と音を吸収するとか、楽器を置く控室的な場所

の確保が問題になり、そう考えたら文化ホール

という場所は必要だと感じました。そして、財

政面、管理面、両方立たないのは重々分かった

上でなんですけれども、泉南市に子どもたちが

演奏等を披露する場がないと、遠いところに行

かないといけないということで、それぞれの団

体が廃れてしまうおそれがあり、この先文化ホ

ールがリニューアルすることがあっても、その

団体が復活するというのは難しいと思いまし

た。もちろん行政として苦慮されて進めていた

だいているんですけれども、学校再編もそうで

すけれども、子どもたちによりよい環境を、学

校教育と並行で動かなければいけない問題だ

と思いますので、特に今日お話いただいたよう

な意見はすごく大事だと思いますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 
○冨森教育長 ありがとうございます。この点

に関して何かありますか。よろしいですか。 
 ほかに何か御意見等はございませんか。 
 片木委員、お願いいたします。 

 
○片木委員 今こういう形で各団体の意見聴

取を進められておりますが、最終的な結論とい

うのはいつぐらいをめどに考えておられるの

でしょうか。 

 
○冨森教育長 石橋文化振興課長。 
 

○石橋文化振興課長 泉南市議会等でお答え

させていただいているのは、今年度の早い時期

にということで進めていただきたいと考えて

おります。今後の在り方について、５つの案を

出したんですけれども、それを組み合わせて何

とかコストをかけないような形で延命させて、

その先は別の施設等に合築するまでの間、利用

することができればということで考えており

ます。 

 

○冨森教育長 いかがでしょうか。 
 薮内委員、お願いいたします。 

 
○薮内委員 コストをかけないで延命すると

いうことは不可能だと思います。コストをかけ

るから建物自体が復旧するのであって、コスト

をかけないことには維持できないと思います。

だから、どこかから予算を持ってこない限りは

無理だと思います。コストをかけずに延命する

というのは、それは矛盾しています。 

 
○冨森教育長 岡田教育部長。 

 
○岡田教育部長 コストをかけないという表

現につきましては、本当に御指摘のとおりでご

ざいます。ただ、今まで年間に数千万を投じて

いるところでございます。内装等を抜本的にエ

アコンも含めて修繕すると２億9,000万ほどか

かります。そのほかに外装、外壁の修繕につい

ては予想がつかないと、したがって現状の水準

に機能を戻して利用するのに、恐らく３億円以

上かかるというところでございます。それをコ

ストをかけてというような表現をしていると

ころかと考えております。今、石橋文化振興課

長が申し上げました延命という形になります

と、先ほどの御意見の中で最低限の補修をして、

最低限の機能を残し、現状を維持するというよ
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うなコストについては投じることは当然でき

ると考えております。コストをかけないイコー

ル０コストというわけではないので、御理解を

よろしくお願いしたいと思います。 

 
○冨森教育長 よろしいでしょうか。 
 ほかに何かございませんか。 
 片木委員、お願いします。 

 

○片木委員 文化ホールの構造上、耐震補強を

新規にしなければならないとか、躯
く

体上の問題

点はクリアしていて、これからの新たな投資は、

例えば空調設備を更新するとか、音響関係の設

備をよりいいものにしたいとか、そういう設備

面の投資なのですか。御説明いただきたいと思

います。 
 
○冨森教育長 石橋文化振興課長。 
 

○石橋文化振興課長 昭和 58 年に建てられた

施設でございますので、耐震補強は基本的には

必要ないということになっております。今一番

老朽化で更新が迫られておりますのは、舞台の

配線や照明関係であり、最もコストがかかって

いるものと考えられます。その他に、エアコン

は平成 20 年代に更新されているんですけれど

も、その空気を回す調和機が建設当初のもので、

老朽化しています。それらを全て改修すると、

およそ３億円近くが必要であり、さらに、図書

館部分の空調も必要になります。コストをかけ

ないではなく、最低限のコストをかけて延命さ

せるということで申し上げさせていただきま

した。照明関係をできるだけ今あるものを利用

して何とか延命させるという方法を探りたい

と考えております。 
 あと、指定管理の仕様も少し見直して、今ま

でやっていた自主的な事業を、市民の皆さんに

は大変申し訳ないですけれども諦めていただ

き、最低限の管理だけをお願いするとか、そう

いうものに切り替えて残していけるのであれ

ば、何とかコストを下げることができるのでは

ないかと考えております。 

 
○冨森教育長 岡田教育部長、お願いします。 

 

○岡田教育部長 片木委員から躯
く

体、建物の構

造について御質問もありましたので、今申し上

げたように耐震補強をするような古い時代の

建物ではございませんので、耐震については問

題ないと考えております。 
 設備面で不安があると、コンクリートの本体

というのでしょうか。経験上、今まで大きな問

題になったことはないと考えております。通常

他市の例を見ても、50 年から 60 年施設をキー

プするということが常でございます。 

 ただ、残念ながら後から建てました展示室と

のジョイント部分とか、最初からあるガラス張

りの喫茶室、コンクリートではなくてガラス張

りの部分のジョイント等からの雨漏りが生じ

ています。そういったところは建物躯
く

体の大き

なマイナス面ではないと考えております。ただ、

文化ホールの外壁のタイルが崩落するという

ことがありましたので、それについては今年度、

外壁タイルの損傷がないか調査するための予

算は確保しております。今年度どこまで外壁に

不安があるのかというのは調査してまいりた

いと考えております。 
 以上です。 

 
○冨森教育長 よろしいでしょうか。 
 片木委員、お願いします。 

 
○片木委員 各団体の御意見を見させていた

だいても切実な思いが伝わってきます。照明や

空調を更新するのに３億円かかるということ

ですけれども、最低限の更新をしながらでも、

文化ホールは一つの文化の拠点という意味も

ありますので、ぜひ何とか残していただくよう

な方向で検討いただきたいなと私は思ってお

ります。 
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○冨森教育長 岡田教育部長。 

 
○岡田教育部長 御意見をありがとうござい

ます。石橋文化振興課長が申し上げましたよう

に、財政的な面、あるいは今後の人口減少とい

ったことの観点で、厳しい状況に置かれておる

ところは御報告してきたところでございます。

もちろん教育委員皆様、教育委員会の御意見を

承りまして、しっかり議論して、案をつくらせ

ていただいて、またお諮りしていきたいと考え

ておりますので、少しお時間をいただきますよ

うにお願いいたします。 
 以上です。 

 
○冨森教育長 ありがとうございます。 
ほかに何かございませんか。 
太田委員、お願いします。 

 
○太田委員 私もこの資料を読ませていただ

いて、こういう利用をされている人がいるんだ

なと思って、とてもありがたい御意見をいただ

いたと思っています。ただ、私自身は頻繁に文

化ホールを使わないので、文化ホールを使われ

ないという市民の方も結構いらっしゃると思

うんです。今、延命というふうにおっしゃった

けれども、その方向で行けたら本当にうれしい

限りなのですが、今まで文化ホールを使ったこ

とがない人が文化ホールを使いたくなるよう

な、よりプラスのエネルギーが文化ホールに入

れば、もっと盛り上がるかなと思います。例え

ば１年を 100％と考えたときにどれぐらい稼働

しているのかを考えたら、お休みの日も多いん

じゃないかなと思うんです。そのときに例えば

産地直送市をするとか、カフェを導入するとか、

使っていないときに使っていただける人は結

構探したらいるんじゃないかなと思うんです。

駐車場も広いし、収益が上がるように考えてい

ただけたら、もっと魅力的な施設になるんじゃ

ないかなと思うので、どうぞよろしくお願いし

ます。 

 
○冨森教育長 ありがとうございます。 
 岡田教育部長。 

 
○岡田教育部長 御意見をありがとうござい

ます。実際に雨漏りはしますけど、喫茶店部分

については今の指定管理事業者が自らの事業

として定期的にカフェとして貸し出していて、

その収入も取っていただいているとことです。

したがって、市の税金で指定管理者に渡すお金

も削減されているというようなこともござい

ます。御指摘のように、もっと新たな人が使っ

ていただけるように指定管理者も工夫をして

くださったし、我々も今後検討をしっかりして

いきたいと思います。ありがとうございます。 

 
○冨森教育長 この件に関していかがでしょ

うか。よろしいですか。 
 報告事項は今回準備しているのは以上です。

追加で何かございませんでしょうか。 
 よろしいでしょうか。 
 それでは次に、日程第４、議案第１号、泉南

市スポーツ推進委員の委嘱についてを議題と

いたします。本議案の説明を河田教育部参事

（人権・文化財・スポーツ担当）からお願いし

ます。 

 
○河田教育部参事（人権・文化財・スポーツ担

当） それでは、私から議案第１号、泉南市ス

ポーツ推進委員の委嘱について御説明させて

いただきます。 
 現在、泉南市スポーツ推進委員は 14 名いら

っしゃいます。議案書の２ページを御覧くださ

い。今回、新たに委嘱をお諮りする中平京子様、

御専門がソフトバレーボールでして、現在いら

っしゃる委員にはない種目の指導をしていた

だけるという方でございます。 
 任期は２年で、新たに委嘱することで住民の

方に幅広いスポーツの振興を住民サービスと
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して提供できるのではないかということで御

提案をさせていただきます。 
 以上です。 

 
○冨森教育長 ただいまの説明に対しまして、

御質問や御意見等はございませんでしょうか。 
 よろしいでしょうか。 
 ないようですので、それでは議案第１号を採

決いたします。 
 お諮りいたします。 
 本議案を承認することに御異議ございませ

んでしょうか。 
（「異議なし」との声あり） 

 
○冨森教育長 全員異議なしと認めます。 
 よって、議案第１号は承認することに決定い

たしました。 
 続きまして、日程第５、その他（１）JET プ

ログラムメンバーについて、鳴戸人権国際教育

課長から説明がございます。 
 

○鳴戸人権国際教育課長 失礼いたします。そ

の他（１）の泉南市JETプログラムメンバー一

覧表を御覧ください。 
 昨年度 23 名の JET メンバーを任用しまして

現在配置しておりますが、昨年度来日すること

ができなかった２名のうちの１名、表の一番下

となりますが、ホルク・チャンシーさんが４月

17日に日本に入国できると、クレアから年度初

めに御連絡をいただいております。信達中学校

にALTをまだ１名しか配置できておらず、残り

の２名は信達中学校に配置する予定です。昨年

度は委託のALTを１人常駐させていたので２名

で運用していましたが、今年度に入り１名にな

っていたところです。４月 27 日から信達中学

校で勤務していただく予定です。２週間余りで

全て準備していかないといけないので、住む部

屋の段取り等を進めているところです。また、

５月以降の定例会で御紹介させてもらえたら

と思います。 

 以上です。 

 

○冨森教育長 ありがとうございます。それで

は、ただいまの報告に対しまして、御質問や御

意見等はございませんでしょうか。 
 よろしいでしょうか。 
 そのほかその他案件として追加で何かござ

いませんか。 
 よろしいですか。 
 ほかにないようでしたら、次回泉南市教育委

員会会議令和４年第５回定例会の日程につい

て、お諮りしたいと思います。 
 原則、第３火曜日の前後としておりますので、

５月 17 日の火曜日前後になりますが、日程に

ついて高山教育部参事兼教育総務課長から提

案をお願いいたします。 

 
○高山教育部参事兼教育総務課長 私から次

回の定例会の日程についてお話しします。第５

回定例会は事前に皆様にこちらから連絡の上

調整させていただきまして、５月 17 日の火曜

日 15 時から大会議室で開催という形になって

おります。 

 

○冨森教育長 この５月 17 日で皆様、その後

予定変更等はございませんか。 

 それでは、次回の教育委員会会議の開催日時

は、令和４年５月17日の火曜日15時からとい

たします。 

 以上をもちまして、泉南市教育委員会会議 

令和４年第４回定例会を閉会いたします。あり

がとうございました。 
午後３時48分閉会 

 

署 名 （           ） 

    （           ） 


